
Java新入門
～学習環境BlueJでスイスイ～



書籍の紹介



BlueJをIT技術者の教育に

使ってみませんか？



IT人材の”量”に対する過不足感
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IT人材白書2019より抜粋



IT人材の”質”に対する過不足感
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IT人材の過不足
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IT企業の会社規模別新卒者研修状況
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IT技術者が現在利用している開発言語
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BlueJってどんなもの？



BlueJとは

• 教育用のIDE

→オーストラリアのモナシュ大学で開発

• 開発用のIDE

→Eclipse、IntelliJ IDEA、NetBeans



BlueJの使用機関数ランキング

順位 国名 機関数

1 アメリカ 286

2 インド 119

3
ドイツ 82

イギリス 82

5 カナダ 41

： ： ：

33 日本 4
BlueJのHPより抜粋

•61ヶ国、
942機関で使用

•日本は4機関で使用

•主な使用機関は
大学



BlueJ使用機関の分布

南米、北米、ヨーロッパ、アジア、オセアニア

各国で主に使用、アフリカは一部使用



BlueJを利用した教育



BlueJの設計思想

初心者が分かりやすいように

①シンプルな作り

②視覚的に表現



① シンプルな作り



インストールが簡単

•BlueJ以外のIDEのセットアップ

→JDK、環境変数、IDEが必要

•BlueJ

→BlueJのインストールで完了



使いこなすのが簡単

•プロが使うものは機能が多く複雑
→IDEの使い方を学びたいのではない

•学習者がすぐに使いこなせる



シンプルゆえのデメリット

• Web開発には向かない

• Javaのバージョンが最新ではない

どちらも初心者にはあまり関係ない



② 視覚的に表現



クラス図



クラス図

•クラスの一覧がすぐ分かる

•クラス間の関係がすぐ分かる

•サンプルプログラムの解説を省ける



インスタンス化



インスタンス化

•メニューに全コンストラクタが表示

•クラスとインスタンスの違いを理解

•初心者にはこの違いの理解が難しい



インスタンスの対話型操作



インスタンスの対話型操作

•ドライバ、mainメソッドが不要
→メソッドを簡単に実行できる

•クラスの引数も簡単に指定できる

→オブジェクトベンチから指定

•テスト実施の工数削減



エディタ



エディタ

•ブロックごとに異なる背景色

•括弧の付け忘れ等の単純ミスの防止

•インデントの意識づけ



BlueJには、この他にも

Java学習の初心者のための機能

があります。

これらの機能を利用して

一人前のJava技術者が

数多く出てくることを願っています。



ご清聴ありがとうございました。


